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ビジネスの現場の経験と労働時間効率

吉　井　紀　夫

Ⅰ　序

　多くの論者の指摘によると，日本の長時間労働は，最近ますます激化し

ているとまではいえないが，厳しい状態は不変のままである1）．今世紀に入

って，日本ではワークライフバランスとの関連で時短を実現しようとの議

論が徐々に活発になっているようである．本稿ではホワイトカラーの時短

を主張しているビジネスの現場における諸説について紹介し，筆者なりの

試論を提示しようと思う．なお，オリジナルの表現をできるだけ損なわな

いため，引用を主とすることにする．

　2009 年には内閣府経済社会総合研究所主催の第 40 回のフォーラムにお

いて，「ワーク・ライフ・バランスと生産性」と題して主としてホワイトカ

ラーの長時間労働の問題に関する議論が行われた．総論的な内容なので議

事録からその 1部を引用する 2）．

　“山田　内閣府の山田です．…日本はほかの主要先進国に比べて長時

1） 日本の勤労者の労働条件などの現状は，上畑［2007］，小倉［2007］，熊沢
［2010］森岡［2005］，などが主として長時間労働の面を取り上げて紹介して
いる．小倉［1996］はこの問題についての藤林［1941］などの研究を紹介し
ているがこれらの検討は別の機会に行う．日本の労働時間の統計などは，鶴・
樋口・水町［2010］参照．

2） 内閣府経済社会総合研究所［2009］．以下本稿では，…は筆者による．
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間労働者の比率が非常に高い．しかし，その割には1人当たりのGDP

で見るとむしろ低いほうである．フランスとかドイツ，スウェーデン

という国々は，長く働いている人たちは少ない割には，アウトプット

についてはかなり遜色のない形でやられている．こういった欧州諸国

は短い労働時間の中でどうやって経営を成り立たせているのか，海外

駐在経験者の方々，10名という非常に少ない数ではございますが，ヒ

アリング項目も詰めて，じっくり2時間ずつぐらいお話を伺いました．

労働時間が短い分，アウトプットに劣りがあるのではないか，こうい

うこともかなりしつこく伺いました．

　欧州では，残業は基本的にやらない．ホワイトカラーのマネジメン

トレベルになると，確かにかなり残業もあるけれども，メンバーが限

定的であるし，休日はしっかりとっている．…皆さんの大方の評価は，

かけている時間が少ない割にはアウトプットの内容は日本に比べて遜

色はない．

　では，短い労働時間で仕事が回っている理由は何なのかということ

でございますが，大きく分けて 2点．

　1つは，…働く側の「早く帰る必要性」というものがかなり大きく

働いている．「家族と食事をともにするのが当然である．それをやらな

いと家庭の危機になりかねない」…時間が制約される中でできる限り

効率的に仕事をこなそうという意識が非常に強い．

　もう一つは，…日本ならばチームでやることを一人で仕上げること

が多い．自分のリズムで仕事ができるし，…相談なり調整をしないで，

仕事をスピーディーに進めることができる．…

　あと，その他の論点ですけれども，3点ほどつけ加えますと，1つは

人事評価制度の違いということでございます．向こうはアウトプット

重視，…「あなたはどこで休もうが，どこで早く帰ろうが構わないけ

れども，いつまでにこれだけのものはちゃんとまとめてくださいね」
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という指示がきちんと行われて，ゴールがちゃんとしている．日本の

場合，評価基準があいまいなので，目に見える証として長時間働いて

いるようなところが結構あるのではないか，こういうような感じも意

見の中でございました．

　それから，業務量増減への対応の違い．日本は業務量がふえたり減

ったりということについて，労働時間あるいは残業時間で調整をする

というところが非常に大きいわけですが，…ヨーロッパの場合は…仕

事の中で優先順位をまず設定して，忙しければその中で優先順位の高

いものから順にやっていくという形で，業務の絞り込みをやる，これ

がかなり大きいということ．”

Ⅱ　時短に関する諸説

　本節ではビジネスの現場の時短に関する諸説を論点別に整理して見てい

く．

1 ，長時間労働の原因

⑴ 　労働時間が長ければ長いほど一人当たり生産は高くなる　という経営者側

の認識

　Hœl［1986］は，労働時間の生産弾力性が1より大きいというFeldstein

［1967］の推計に基づき，製造業とサービス産業とで構成されたマクロ経

済の時短の効果を分析しているが，そこでは．製造業においては労働時間

と生産量は比例的な関係にあるという仮定をおいている．

　同様の想定は工場労働者の状態の例を挙げたMarx［1867］にもある．

彼は第 1巻のいたるところで，工場監督官報告書に基づき，女性や幼児を

含めた労働者の長時間労働の状態を紹介している．特に第 8章第 3節，第

13 章第 8，第 9節．そして第 8章第 1節および第 5節では原理的といえる
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考察を行っているがその中で次のように述べている．

　“資本家は労働力をその日価値で買った．一労働日中の労働力の使用

価値は彼に属する．つまり彼は，労働者をして一日中自分のために労

働させる権利をえた．だが一労働日とは何か？ 3）…「労働日とは何か？」

資本が，日価値を支払って買う労働力を消費してよい時間の大いさは，

いかん？…これらの質問にたいする資本の答は，すでに見たように次

のごとくである．労働日とは，一日まる二四時間から，わずかの休息

時間―それがなければ労働力が絶対にふたたび役にたちえない―を差

引いたものである，と．…資本は，身体の成長・発達・および健康維

持・のための時間を横奪する．それは，外気と日光とを消費するため

に必要な時間を奪う．それは食事時間をかじり取り，…単なる生産手

段としての労働者に食物があてがわれる．それは，生命力の集積・更

新・および元気付け・のための熟睡を，絶対的に疲弊した有機体の組

成のためになくてはならぬだけの時間の無知覚状態に，圧縮する．こ

のばあいには，労働力の標準的維持が労働日の限度を規定するのでは

なく，その逆に，労働力の最大可能な日々の支出が，…労働者の休息

時間のための限度を規定する．資本は労働力の寿命を問題にしない．

それが関心を持つのは，ただもっぱら，一労働日のうちに流動化され

うる労働力の最大限だけである 4）．　…資本は，労働者の健康と寿命に

たいしては，それを顧慮することを社会によって強制されるのでなけ

れば，なんら顧慮しない．…だが概していえば，このこともまた個々

の資本家の意志の善悪には依存しない．自由競争は資本制的生産の内

在的諸法則を，個々の資本家に対し外的な強制法則として有効ならし

3） Marx［1867］ 第 8 章第 1節 p193
4） Marx［1867］ 第 8 章第 5節 pp217‒218
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める 5）．”

　19世紀英国についての叙述だが，冒頭に挙げた文献が紹介している日本

の長時間労働の実態～決して全ての労働者のではないにしても～を想起さ

せるようなものである．要するに，資本は最大限の利潤の獲得を目指すの

で労働時間を限界まで延長しようとする，ということである 6）．

　労働時間が長ければ長いほど一人当たり生産は高くなる，というのは何

も経営者だけの認識ではなく経済理論においても通常想定されていること

であろう．この点はⅢ節で見る．

　さて日本のホワイトカラーの現状について，ビジネスの現場にいる（あ

るいはかつていたことがあったり近いところで観察してきた）何人かの論

者の指摘を見てみよう．

　“企業を取り巻く環境がこれだけ厳しいというのに，9時から 5時の

就業時間だけ働くようなことをしていたら競争に勝てない，と会社が

言う…経済大国になれたのは労働者が自分の時間を惜しげもなく会社

に捧げ，身を粉にして働いたから，というのが世の定説です．…政治

家から財界人，…労働者までもが，いまだに信じているのです7）．…残

5） Marx［1867］ 第 8 章第 5節 pp221‒222
6） 資本論における剰余価値率の計算例は労働時間に比例して生産が増加すると
いう前提になっているが，これは単純化のためと考えることもできる．

7） 樋口美雄と八代尚宏は，山口・樋口［2008］第 1セッションにおいて同様の
指摘を行っている．また，小室［2008］Q&A，佐々木［2009］ 第 6 章，太田
［2010］ 第 2 章，石田［2012］序章，も同様である．特に佐々木は，“結局，
「社員を一度採用してしまえば終身雇用で定年まで働いてもらうことになる．
だから，投資してしまった設備のようなもので，目いっぱいフル稼働して投
資額を回収しなければならない」ということ…この根本的な考え方を改めな
ければならない．社員は設備ではないし，目いっぱいフル稼働させれば成果
が生まれるというわけでもない”としている．
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業をただ禁止するだけならわけはない．時間になったら「仕事はいい

から帰れ」といえば，社員は喜んで家路につくでしょう．…それでは

売り上げが下がるだけ…思いつきレベルでは絶対にうまくいきません．”

（吉越［2007］第 1章）

“会社側が意識を変えられないのは，残業ゼロにしたら売り上げが落ち

るのではないか，という不安があるからだと思う．”（吉越［2008］第

2章）

⑵　（時間がかかってもやるという）労働者側の意識

’ 1長時間労働を高く評価する人事（上記 1に基づく）

“個人の業績結果より，どれくらい長く残業しているかなどの表面的な

勤務態度や意欲に基づいて行われる評価システム”（スックチャ［2002］

第 1章）

“がんばって長時間働いているように見えるが，かなりの部分は「見せ

かけのやる気」”（太田［2010］第 1章）

“遅くまで残業し有給休暇もとらないことで，やる気や忠誠心を認めて

もらいたい…日本企業では，遅くまで働く社員，休暇を取らない社員

を高く評価する傾向がある 8）．”（太田［2010］ 第 2 章）

8） 小室　［2008］Q&A，小室　［2011］　第 1章，吉越［2008］ 第 2 章，佐々木
［2009］ 第 3 章，も同様．特に佐々木は“日本の会社の弱点は，管理職が部下
の努力と成果を正しく評価できていないことにある…長時間のサービス残業
をしているから「努力している」と評価したり，…”とある．
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2　業務の標準化不足（もちろんこれは労働者側ばかりの問題ではない）

“前もって自分の業務をマニュアルにして見える化しておけば欠員が出

ても引継ぎが容易…毎日更新していくものであり，いつでもアップデ

ートできるように，紙でなくデータで…職場内で共有する 9）．”（小室

［2011］第 2章）

2，長時間労働の悪い点と時短で実現できること

⑴　残業の悪い点

1恒常的な残業は，社員の「効率的に仕事をする能力」を損なう

“業務時間内に仕事が終わらなかったら，それは仕事の絶対量が多すぎ

るのか，作業の仕方に無駄があるのか，…社員のモチベーションが下

がっているのか，…原因をつきとめて解決することで，生産性を飛躍

的に上げることができる…時間内に終わらなければ残業すればいい，

という考え方で対処していると，…常に同じ問題が繰り返し発生し続

ける．”（吉越［2007］第 1章）

　以上は総論的な指摘だが，特に重要なのは仕事密度の低下や，無駄なあ

るいは重要度の低い仕事に関してである 10）．

9） この箇所は原文とは多少異なる．また，後掲注：を参照．佐々木［2009］第
2章，吉越［2007］第 4 章も同様の指摘．

 業務の標準化は，筆者自身の限られた個人的経験や伝聞の範囲だが，今日で
もかなり重要であるように思う．

10） 佐藤博樹は，山口・樋口［2008］第 2セッションで“ホワイトカラーの働き
方を見ると，残業や休日出勤という時間在庫を持っているために，仕事の効
率化に意識的に取り組む動機付けがが弱かった”と述べている．
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“残業を使ってやればいいと思えば，当然仕事の密度は薄くなる．営業

の人なら，昼間は外出先で手を抜いて，夜の残業のために体力を温存

しておこう，という気にもなろう”“時間があることがわかっていると

集中力や判断力が高まってこず，漫然と仕事をすることになってしま

う”（吉越［2008］第 2章）

“朝から晩まで長時間働いて集中力が持続するはずがない．残業が一定

時間以上になるとミスが急増するというデータがある…　終わりの見

えない残業は…ゴールのないマラソンのようなもの…，全力を出した

ら途中で息切れするかもしれないのでだれでも自己防衛のために力を

セーブする．いわゆる手抜き，力の出し惜しみだ．…長時間の残業は

社員のやる気と仕事の質を確実に低下させる．…それにも気づいてい

ない経営者やマネジャーが多い．”（大田［2010］第 2章）

2睡眠不足や，モチベーションの低下と長時間労働との悪循環

“能力を発揮できないのは，残業続きで体力を消耗してしまうせいだ．

…睡眠不足でボーっとしているから，頭がうまく働かずに仕事がすぐ

に滞る．その遅れを…カバーしようとしてさらに残業を重ねる…まさ

に悪循環”（吉越［2008］第 2章）

“毎日何時に帰れるかわからない職場では，高い目標に挑戦したり新し

い仕事に取り組んだりすると，…帰りがいっそう遅くなってしまう．

…仲間も巻き込んでしまう 11）”（大田［2010］第 2章）

11） 小室［2011］第 3章，佐々木［2009］ 第 6 章も同様．
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3自己研鑽が不足，発想が広がらない

“若手は，それまでスキルの未熟さや知識のなさを，残業や休日出勤と

いう「時間」でカバーしていました．しかし，…残業禁止となると，

こうした人は「なぜ自分は時間内で仕事が終わらないのだろう」と考

えはじめます．

　そこではじめて，自分の知識・スキル不足や業務の標準化不足に気

づき，仕事のマニュアル化に取り組んだり，定時後に自己研鑽をした

りするようになるのです．…「ライフ」の場でのインプットが「ワー

ク」の場でのアウトプットのために必要不可欠…「ライフ」の時間を

まったく確保できず，アイデアの引き出しは空っぽ，という状態の人

が大勢集まってワークをしている…まじめに残業しても，生み出され

るのが「売れない商品」…だとすれば，…業績は決してよくなりませ

ん．…「ライフ」の時間を使って…自己研鑽に励む必要がある…もし

くは家事・育児，趣味などから「生活者の視点」を磨かなければなら

ない…そのための時間がなければ，「ワーク」におけるアイデア・想像

性は豊かなものにはなり得ないのです 12）．”（小室［2008］　はじめに）

4有能な女性の戦力化を妨げる

“優秀な女性はいくらでもいるというのに，…子育てのために辞めざる

を得ないとしたらそれは会社にとって大きな損失であることに，…経

営者は気づくべき…．”（吉越［2007］第 1章）

“出産・育児のために女性社員のの 70％が退社していくといわれてい

ます．入社して 10 年ほど経ち，…

「これから会社に貢献してもらおうという矢先に…辞めていってしまう

12） 佐々木［2009］2 章，6章，スックチャ［2008］も同様．
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…新入社員を採用してまた一から教育投資をしなければなりません．

…大きなムダといわざるをえません 13）．”（佐々木［2009］6 章）

⑵　時短で実現できること

　これは当然にも上述⑴の裏返しとなる 14）が，特に以下の指摘は重要であ

ろう．

“本気で「残業ゼロ」をしたいなら，残業をしなくても…今以上に業績

を拡大することができるように，社員の意識を変え，会社のシステム

を作りかえることを同時にやらなければならない…仕事には必ずデッ

ドラインをつけ，…そのうえで残業を禁止…仕事のスピードを速くし，

仕事密度を濃くしていけば，…今以上の仕事量をこなせるようになる

はず”（吉越［2007］第 1章）

“残業をなくしたことで，社員は効率的に仕事をこなすコツを覚え，処

理できる仕事の量が増えた”（吉越［2008］第 2章）

“残業時間を減らすことは，それ自体が目的なのではありません．…少

ない時間で，いかに同じ成果を上げるかを工夫することがポイント 15）”

（小室［2008］Q&A．）

13） スックチャ［2002］第 2章も同様．
14） 具体的な事例としては，石田［2012］第 3章，小室［2008］はじめに，第 2
部，小室［2010］，小室［2014］，小林［2014］，佐々木［2009］特に第 1章～
第 3章，スックチャ［2002］第 4章，吉越［2007］第 1，4，5章，吉越［2008］
はじめに，第 2章．

15） 同様の指摘は佐々木［2009］6 章にもある．
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Ⅲ　経済理論の標準的な長時間労働の説明と時短の効果

1，標準的な説明の基礎（理論）

　早見［1995］，小倉［2004］は，労働者 1人当たりで見た労働時間と生

産量との関係を労働時間効率曲線と呼んでいる．これは，Barzel［1973］ 

が示したようなものである．すなわち，労働時間の経過につれ，はじめは

作業効率が上昇して行くので生産量は急激に増加するが，ある時間（h＊）

に達すると今度は作業効率が低下し始める．この時間h＊は，時間あたりの

平均生産性が最大になる労働時間であり，効率労働時間と呼んでいる．そ

の後は作業効率が低下しつつもhmax まで生産量は増加し続けるが労働時間

がそれを越えると疲労が増し判断力が低下するので作業ミスが多く発生す

るようになり生産はむしろ減少してゆく．

図 20　労働時間効率曲線
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　そして早見［1995］，小倉［2004］は，この効率労働時間より実際の労

働時間がかなり長いという推計を行っている．

　労働時間効率曲線は，通常の経済理論でも前提とされている労働投入量

と生産量との関係と同様であり一応承認できるものといえる．

　小倉［2004］が紹介している，月間残業時間 50 時間が労働者に疲労や

ストレスが慢性化する臨界点であるとした山崎［1992］の説を考慮すると，

鶴などが指摘する残業月 50 ～ 60 時間の労働者が，このような生産減少の

局面にいるということになるのかもしれない．経営者は長時間労働させる

ほど生産が増加すると考えてそれをさせようとするが実際には逆のことが

起こるわけである 16）．

　しかし小倉，早見の推計によると労働者は全体として hmax よりも短い

労働時間のもとにある．そうすると，当然ながら労働時間の短縮によって

時間生産性は上昇するが一人当たり生産は必ず減少するということになる．

このことは，前節で紹介したビジネスの現場での事例とかなり食い違って

いるといえる．前節で見たような，時短によって（時間当たりばかりでな

く）一人当たり生産（または売り上げ，業績）が増加するかのような事例

はどう解釈したらよいのだろうか？

　一つの解釈は，ほとんどの労働者の現在の労働時間が hmax より長くな

っており生産減少の局面にいる，と考えるというものである．一般的に言

うと，労働時間が長くなりすぎると手戻りやミスの多発が起こるから生産

が減少する，という考え方は正しいだろうが，これを示唆する指摘はあま

り多くない 17）．

　もうひとつの解釈は，前節で見た事例にそのまま基づいたものである．

事例は次のように整理できる．

16） これと同様の指摘はすでにOwen［1969］第 2章が行っている．
17） 小室［2011］第 3章，スックチャ［2002］第 2章，大田［2010］第 2章，に
それぞれ 1箇所ずつある．
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つまり時短によって，

①早く帰宅できるので，

・睡眠が十分取れ疲労が解消し，体力・気力が翌日までに回復して，

集中力や判断力が高まる

・家族と過ごす時間が増加しモチベーションが向上

・自己研鑽の時間がもてるので仕事に役立つ知識が得られる

・仕事以外の，異質な，より広い体験ができるので，よいアイディア

につながる

・仕事ができても時間制約があって残業できない人，特に女性の退職

が減少しモチベーションも向上

② 集中力が維持でき，力をセーブすることなく高い目標に挑戦したり新

しい仕事に取り組んだりできる

③有限な時間を意識することによって，

・ルーティン業務の標準化や優先順位付けなどによる無駄な仕事の削

減，仕事を計画的に行うなど，時間管理能力が向上

・集中力や判断力が高まり仕事のスピードと密度が向上．

となり，総じて効率的に仕事をこなすようになり処理できる仕事の量が増

加する，ということである 18）．

　関連すると思われるのは，ヒックス［1963］の以下のような叙述である．

18） ここで再び現場での指摘を示す．“私が始めて海外で働いたのはドイツ系企業
の香港現地法人だったが，…朝一番からトップギアで，…図書館のようなシ
ーンとした環境の中で集中して仕事を処理し，夕方になるとさっと仕事を切
り上げる．労働時間は長くなくても，効率重視で密度濃く仕事をこなしてい
くので，成果はきちんと上がる”．（吉越［2008］はじめに）同様のケースは
山本・黒田［2014］ 第 6 章 も論じている．グループインタラクション効果に
よって，欧州に赴任した日本人の働き方が，より短時間で効率的なものにな
る，という．
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　“従来の労働時間が過度に長かったとしても，その短縮は当座の労働

供給を減少させるであろう．しかし暫時ののちには，最初の減少を相

殺する好ましい反応が仕事の能力に現れる，と考えるのは穏当である．

閑暇の増大は，休息と気晴らしのための便宜が増大することを意味す

る．休息と気晴らしは体力を強め，敏活さを増す．これらが今度は能

率の上に反作用を与える．ほとんどすべての場合に時間の短縮のあと

には，この種のいくらか好ましい作用がおくれてくるであろう．そう

して若干の場合には，その改善が，究極においては以前の産出量を回

復し，あるいはそれをしのぐに足るほど大きいかもしれないのであ

る 19）．”

　以上が示唆するのは，時短によって効率曲線が上方シフトするというこ

とである．そして初めにA点のもとで生産が行われていたとして，時短に

19） Hicks〔1963〕第 5章 p.92

作
業
量

労働時間

Ｂ

C

A

Ｂ’
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よって最終的にはB点に到達することができる．したがって，少なくとも

本稿で紹介したホワイトカラーの労働ないしサービス労働の時短による効

果は，A点からC点に至るような効率曲線上の移動ではない．もちろんこ

のような移動であれば業績が上がるわけはない．

　もちろん，経済理論で通常考えられているように，技術進歩や資本労働

比率の上昇などによっても上方シフトが生じうる．しかし各論者が示唆し

ているのは，残業続きで疲労がたまりモチベーションも低下してくると，

工夫をしようという気持ちすらなくなってくるので，仕事のやり方や会社

のシステムの改善などによる上方シフトが起こりえなくなってくる，とい

うことである．

　さらに，さきの労働時間効率曲線について疑問を感じるのは労働者の疲

労に関する点である．いま，ある日の仕事の開始直前だとしよう．労働者

の（過去から累積した）疲労がまったくないとする．最初の数時間は調子

が良く疲労も感じないとはいえ，「一定時間以上経つと今度は疲労の蓄積に

よって作業効率が低下し，ひいては作業ミス等による手戻りが発生するこ

とによって全体の作業成果は減少しはじめる」ほどの長時間労働を終えた

次の日に，また同じ労働時間効率曲線のもとで労働が可能なのだろうか．

このような長時間労働が日々続くのであれば，同じ労働の強度は維持でき

ず労働時間効率曲線は次第に下方シフトし始めるのではないだろうか．労

働者がそれにもかかわらず同じ強度を維持しようとすれば耐えられなくな

り退職してしまうだろう．そして無理に維持し続けた労働者の行く末が過

労死や病気退職という結果といえるのではないか．

　労働時間効率曲線自体は経済学の基本的な考え方に沿ったものといえる

し筆者もその意義を否定するものではない．そのようなものを想定すべき

ではないということになれば，多くの議論が不可能になってしまうだろう．

とはいえ，この曲線は，日々あるいは年々の労働による疲労の蓄積を考慮

していない点に不十分さがあるのではないか．
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　もっとも，この効率曲線は，工場でモノを生産する活動とオフィスでサ

ービスを生産する活動とを区別せず包含する一般的なものだが，前者をよ

り反映しているといえる．前者においては基本的に機械のペースで生産が

行われるので，そのペースと独立に労働者が自分の労働強度を変化させる

ことは難しいから，時短によって上述の好ましい効果が生じるのは非常に

限定的となろう 20）．

　ただし，Aから Bへ時短によって生産や業績が増加したからといって，

今度は労働時間をもとの長さまで延長すればB́へと生産がさらに増加する

かといえば，そんなことをしたら元の木阿弥になるかも知れない．疲労が

蓄積していく労働時間は，なにも生産低下局面のそればかりでなくもっと

短いこともあるかも知れないからである．hmax より短い労働時間のもと

でも疲労が蓄積していくことはありうる．

20） ところが，Marx［1867］第 13 章（pp328 ～ 330）にも，製造業において時
短によって生産が増加したという事例が紹介されている．この点の考察は別
の機会に行う．

疲れがなくやる気に満ちた人

疲れがたまり
やる気が低下した人
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　結論としては，労働時間が長すぎて疲労が蓄積されていくと労働の強度

ないし密度は維持できなくなり，図のように効率曲線は下方シフトしてゆ

き，労働強度が低下して疲労の蓄積が軽減されたところで下方シフトは停

止する，といえよう 21）．

Ⅳ　結び

　長時間働くほど生産が増加する，という考えは，19世紀やあるいはそれ

以前からの英国などにおいて経営者の信じるものであったろうし，現代の

特に日本でも根強いといえる．また，経済学の標準的理論もそうした考え

方を基本的に反映していよう．しかし，本稿で紹介・整理したように，そ

うとは限らないということを示唆する事例がビジネスの現場での経験に基

づいて紹介されることが近年増加しているように思えるし，欧州と日本の

働き方の違いについての事例も非常に興味深く，この点についての分析も

多くなっているように思う．本稿では，労働時間効率曲線という標準的理

論が，疲労や働き方の工夫などといった事柄をこれまで以上に考慮する方

向で修正されていく必要があるということついて，Hicks などによりなが

ら論じた．なお，工場労働や小売業，運輸業などの労働に関しては今後の

課題とする．
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